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2008年２月１日（毎月1回1日発行） 第461号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事27名　監事3名　総代205名　班長1340名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２００７年１２月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　都  築　  靖　　発行部数　22,000 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

印　刷　有限会社 コトブキ印刷 

26,083世帯 
1,192,478,000円 

45,718円 

　今年の記念講演「メタボリック症候群」は
日頃の生活習慣に起因し、高血圧や糖尿病等
とも多いに関連があります。日常生活等で気
をつけること等を話していただきます。 
　「新病院建設」や今年から始まる「特定健診・
特定保健指導」の特別報告などもあります。 

●参加希望の方は資料、弁当等の準備のた
め、支部役員か組織課（電話 22－2300）
まで連絡してください（参加費無料） 

日　　時　3月9日（日） 
　　　　　受付9時～15時30分 

場　　所　新治農村環境改善センター 

記念講演　「メタボリック症候群」 

講　　師　当院内科医師（予定） 

第31回保健組織活動交流集会 

　
２
０
０
８
年
の
幕
開 

け
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で 

は
「
地
球
温
暖
化
」
の 

 

報
道
が
目
に
付
い
た
。 

「
氷
河
が
消
え
て
ゆ
く
」「
氷
河
湖

が
大
き
く
な
る
」「
地
面
か
ら
海

水
が
湧
き
出
し
て
く
る
」
な
ど
世

界
の
各
地
で
異
変
が
起
き
て
い

る
。
日
本
の
気
候
も
お
か
し
い
▼

昨
年
訪
れ
た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で

は
空
港
ロ
ビ
ー
の
床
は
木
材
、
町

並
み
も
５
階
建
て
ま
で
の
高
さ
制

限
が
あ
る
。
古
い
建
物
を
壊
し
建

て
替
え
る
の
で
は
な
く
、
内
部
の

改
造
で
上
手
に
使
い
こ
な
し
て
い

た
。
道
路
で
は
歩
道
と
自
転
車
道

が
整
備
さ
れ
、
自
転
車
や
徒
歩
で

の
通
勤
者
が
多
い
。
有
名
な
人
魚

姫
の
像
の
背
景
に
は
風
力
発
電
機

が
そ
び
え
、
３
０
０
年
前
の
軍
の

宿
舎
か
ら
薪
ス
ト
ー
ブ
の
煙
が
た

な
び
い
て
い
た
。
北
欧
で
は
生
活

の
中
に
「
持
続
可
能
な
社
会
」
づ

く
り
が
根
付
い
て
い
た
▼
地
球
に

や
さ
し
い
国
は
、
人
間
に
も
優
し

い
国
だ
。
入
院
医
療
は
無
料
で
、

歯
科
医
療
も
17
歳
ま
で
無
料
だ
。

歯
科
医
師
の
働
き
方
も
ゆ
っ
た
り

し
て
い
る
。
一
人
一
人
の
能
力
を

発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
社
会
に
役
立

つ
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
。
ニ
ー
ト
や
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

と
は
無
縁
の
よ
う
だ
▼
日
本
で
は

伐
採
時
期
を
迎
え
た
杉
の
木
は
た

く
さ
ん
あ
る
の
に
、
外
国
か
ら
多

く
の
木
材
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。

古
い
建
物
は
ど
ん
ど
ん
壊
し
、
高

層
ビ
ル
に
建
て
替
え
る
。
「
大
量

生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
」

を
あ
お
る
日
本
の
異
常
さ
を
思
い

知
ら
さ
れ
た
▼
地
球
の
環
境
を
守

り
、
一
人
一
人
の
命
の
尊
厳
を
守

る
た
め
「
協
同
の
輪
」
を
生
活
の

場
か
ら
築
き
上
げ
る
こ
と
が
何
よ

り
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
（原
田
） 

あぜ道 あぜ道 

乳ガンについて ① 年間新たに約４万人が発症している乳がん。今でも毎年増加していて女性死亡原因の第１位です。 
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急
性
期
と
療
養
医
療
の
区
分 

「
早
い
退
院
」

「
早
い
退
院
」国
の
方
針

国
の
方
針 

「
早
い
退
院
」

「
早
い
退
院
」国
の
方
針

国
の
方
針 

「
早
い
退
院
」国
の
方
針 

「
一
般
病
床
」と 

「
療
養
病
床
」の
違
い
は 

　
「利
根
の
保
健
」
１
月
号
の
新
春
対
談
で
、「
利
根
中
央
病
院
は
直
ぐ
に
退
院
さ
せ
ら

れ
る
」
と
の
声
に
、
都
築
靖
病
院
長
（理
事
長
）は
、「
利
根
中
央
病
院
は
救
急
を
含
む

急
性
期
医
療
に
き
ち
ん
と
対
応
し
て
い
く
こ
と
で
す
。…
…
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

も
う
少
し
詳
し
く
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
都
築
先
生
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

　
都
築
　
簡
単
に
区
分
け
し
ま
す

と
「
一
般
病
床
」
は
、
症
状
が
激

し
く
重
く
て
集
中
的
な
処
置
が
必

要
な
患
者
さ
ん
が
対
象
で
す
。
一

方
「
療
養
病
床
」
は
、
症
状
が
落

着
き
長
期
の
療
養
が
必
要
な
患
者

さ
ん
が
対
象
で
す
。
で
す
か
ら
、

「
一
般
病
床
は
急
性
期
医
療
」、「
療

養
病
床
は
長
期
療
養
」
と
思
っ
て

も
ら
え
れ
ば
い
い
で
す
。 

　
「一
般
病
床
」
で
の
平
均
在
院

日
数
は
、
国
の
制
度
で
19
日
以

内
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

利
根
中
央
病
院
は
勿
論
、「
一
般

病
床
」
を
選
択
し
て
い
る
ど
の
病

院
で
も
、
症
状
が
落
着
け
ば
退
院

を
し
て
自
宅
や
施
設
、
療
養
型
の

病
院
に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

退
院
等
で
は 

    

早
め
の
相
談
を 

　
都
築
　
一
般
病
床
・
病
院
に
入

院
す
る
と
、
先
に
も
述
べ
ま
し
た

が
症
状
が
落
着
き
ま
す
と
退
院
と

い
う
事
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

「
一
般
病
床
」
選
択
の
病
院
で
は

ど
の
病
院
も
同
じ
で
す
。
退
院

後
、
療
養
型
病
床
や
老
健
、
特
養

の
施
設
を
希
望
す
る
の
か
、
自
宅

に
戻
る
の
か
等
を
早
め
に
相
談
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
当
院
で
は

医
療
相
談
室
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

が
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
気

軽
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
退
院
は
患
者
さ
ん
の
症

状
を
診
な
が
ら
医
師
が
決
め
ま
す

が
、
退
院
日
等
に
つ
き
ま
し
て
は

病
棟
師
長
等
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

利
根
沼
田
の
状
況
は 

　
都
築
　
利
根
沼
田
医
療
圏
に
は

七
病
院
あ
り
ま
す
。
２
０
０
５
年

３
月
末
の
資
料
で
す
が
、
７
病
院

の
内
訳
は
一
般
病
床
７
０
４
床
、

療
養
病
床
は
４
１
９
床
で
一
般
病

床
の
占
め
る
割
合
は
約
63
％
で

す
。
群
馬
県
全
体
の
一
般
病
床
の

比
率
は
約
71
％
で
す
。
利
根
沼

田
は
急
性
期
に
対
応
す
る
一
般
病

床
が
少
な
く
、
総
合
的
な
診
療
科

を
持
つ
当
院
の
一
般
病
床
（
２
８

２
床
）
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

　
も
う
一
つ
付
け
加
え
ま
す
と
、

利
根
沼
田
地
域
は
群
馬
県
の
保
健

医
療
計
画
で
は
ベ
ッ
ト
の
過
剰
地

域
で
す
。
ベ
ッ
ト
を
減
ら
す
こ
と

は
あ
っ
て
も
増
や
す
事
は
無
理
な

の
で
、
ベ
ッ
ト
を
増
や
し
て
の
改

善
は
出
来
な
い
の
で
す
。 

一
般
病
床
、医
師
や 

 

看
護
師
は
手
厚
い
体
制 

　
都
築
　
主
な
人
員
配
置
基
準
は

図
２
に
示
し
ま
し
た
が
、
「
一
般

病
床
」
は
急
性
期
の
患
者
さ
ん
を

扱
い
ま
す
の
で
、
症
状
が
一
定
落

着
い
て
い
る
「
療
養
病
床
」
に
比

べ
、
医
師
数
で
は
３
倍
、
看
護
師

数
は
２
倍
、
薬
剤
師
数
は
約
２
倍

の
手
厚
い
体
制
と
な
り
ま
す
。 

　
都
築
靖
　
現
在
日
本
の
病
床
区

分
は
、
図
１
の
様
に
五
種
類
に
な

っ
て
い
ま
す
。
普
通
の
病
気
で
入

院
す
る
時
は
こ
の
内
の
「
一
般
病

床
」
か
「
療
養
病
床
」
を
利
用
し

ま
す
。
現
在
の
区
分
に
な
っ
た
の

は
２
０
０
０
年
（平
成
12
年
）の

医
療
法
「
改
正
」
か
ら
で
す
。 

　
こ
の
「
改
正
」
で
は
、
療
養
型

も
含
む
「
そ
の
他
」
の
病
床
が
二

つ
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。
政
府
は

こ
の
病
床
の
区
分
を
「
患
者
の
病

態
に
ふ
さ
わ
し
い
医
療
の
提
供
」

と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
本
音
は
医

療
に
な
る
べ
く
お
金
を
掛
け
た
く

な
い
「
低
医
療
費
政
策
」
の
方
針

な
の
で
す
。 

　
現
在
、
病
院
は
「
一
般
病
床
」

か
「
療
養
病
床
」
ど
ち
ら
か
を
選

択
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
病
院
全
体
で
は

な
く
病
棟
単
位
で
選
択
す
る
方
法

も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
方
法
を

選
ん
で
い
る
病
院
も
あ
り
ま
す
。 

都築靖病院長 

日本の病床区分の変遷 

患者と医師･看護職員などの配置基準 

【制度当初～】 

（　　）内は当院のベット数 

その他 精神 伝染 結核 

精神 

精神 

感染症 結核 

図１ 

図２ 

【改正前】 
その他（療養型病床群） 

感染症 結核 一般 療養 

（48床） （282床） （0床） 

【現在】 

一般病床 

医 師 

療養病床 

16：1

看護職員・看護補助者 薬剤師 

3：1（看護職員） 

48：1

70：1

150：16：1（看護職員） 6：1（看護補助者） 

　
利
根
中
央
病
院
は
、
産
婦
人
科

医
師
が
４
人
と
な
り
、
県
北
地
域

の
周
産
期
医
療
の
要
の
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
助
産

師
が
不
足
し
て
い
ま
す
の
で
募
集

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
あ
わ
せ
て
看
護
師
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
昼
夜
問
わ
ず
皆
様
が
安

心
し
て
療
養
出
来
る
体
制
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
助
産

師
・
看
護
師
の
方
、
ま
た
は
お
知

り
合
い
の
方
の
紹
介
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
病
院
見
学
や
看
護
体
験

も
随
時
受
付
中
で
す
。
看
護
学
生

の
方
も
ぜ
ひ
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
問
合
せ
先 

総
務
課
人
事
係
ま

た
は
看
護
部
長 

金
子
ま
で 

助
産
師･

看
護
師 

急 

募 

急 

募 



利 根 の 保 健  
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〈
沼
田
東
支
部
〉 

川
辺
　
貞
子 

小
嶌
よ
志
江 

関
　
　
　
明 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

下
　
　
　
茂 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

山
田
　
幸
子 

金
子
　
守
代 

〈
沼
田
南
支
部
〉 

茂
木
さ
と
み 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

山
路
美
登
子 

中
島
ユ
ミ
子 

鈴
木
　
貴
志 

小
林
　
た
つ 

〈
利
南
支
部
〉 

 

荻
原
ち
よ
子 

長
谷
川
修
子 

真
庭
　
和
幸 

〈
池
田
支
部
〉 

 

桑
原
ち
よ
子 

赤
井
　
修
作 

志
賀
登
記
雄 

赤
井
　
勲
雄 

〈
薄
根
支
部
〉 

西
山
　
武
志 

〈
川
田
支
部
〉 

山
田
　
　
豊 

〈
利
根
北
支
部
〉 

金
子
　
宣
弘 

〈
片
品
支
部
〉 

田
中
　
昭
一 

戸
丸
　
長
太 

久
本
江
利
子 

〈
川
場
支
部
〉 

田
村
　
節
子 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

増
田
は
る
江 

佐
藤
　
正
美 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

原
澤
順
一
郎 

〈
水
上
支
部
〉 

阿
部
き
よ
子 

内
田
ヒ
ロ
イ 

飯
島
美
紀
子 

〈
新
治
支
部
〉 

神
保
　
愛
子 

原
澤
　
　
学 

江
口
　
　
茂 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

高
橋
　
迪
男 

青
木
智
恵
子 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

　
橋
志
津
江 

〈
高
山
支
部
〉 

星
野
　
　
稔 

〈
子
持
村
〉 

町
田
　
　
勝  

〈
沼
田
東
支
部
〉 

　
（
1640
口
以
上
） 

佐
藤
　
　
力 

　
（
1250
口
以
上
） 

大
島
　
昭
治 

入
沢
　
又
一 

　
（
430
口
以
上
） 

川
辺
　
貞
子 

　
（
90
口
以
上
） 

荒
井
　
輝
矩 

　
（
50
口
以
上
） 

松
崎
　
俊
一 

　
（
40
口
以
上
） 

長
谷
川
一
夫 

　
（
30
口
以
上
） 

角
田
　
　
健 

　
（
20
口
以
上
） 

塩
野
宗
次
郎 

　
（
10
口
以
上
） 

金
子
　
　
進 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

　
（
5000
口
以
上
） 

綿
貫
　
藤
江 

綿
貫
　
博
通 

　
（
70
口
以
上
） 

宇
敷
　
　
久 

　
（
40
口
以
上
） 

羽
鳥
喜
八
郎 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

　
（
570
口
以
上
） 

佐
藤
　
　
彰 

　
（
120
口
以
上
） 

森
　
　
ナ
ミ 

〈
沼
田
南
支
部
〉 

　
（
450
口
以
上
） 

馬
場
半
次
郎 

　
（
40
口
以
上
） 

保
坂
　
昌
則 

　
（
30
口
以
上
） 

佐
々
木
正
義 

阿
部
　
祐
二 

　
（
10
口
以
上
） 

茂
木
さ
と
み 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

　
（
330
口
以
上
） 

  

中
島
ユ
ミ
子 

　
（
300
口
以
上
） 

 

中
島
和
一
郎 

　
（
260
口
以
上
） 

  

永
井
　
　
計 

　
（
250
口
以
上
） 

  

杉
野
　
甚
太 

　
（
220
口
以
上
） 

  

笛
木
力
三
郎 

　
（
200
口
以
上
） 

  

星
野
　
国
久 

　
（
170
口
以
上
） 

  

高
橋
　
恒
夫 

　
（
150
口
以
上
） 

  

阿
部
　
島
根 

　
（
110
口
以
上
） 

  

白
井
　
　
勝 

阿
部
　
正
之 

　
（
100
口
以
上
） 

青
木
　
忠
昭 

　
（
90
口
以
上
） 

 

渡
辺
　
政
市 

　
（
80
口
以
上
） 

  

阿
部
　
敏
雄 

角
田
　
和
喜 

　
（
70
口
以
上
） 

  

野
中
　
忠
信 

　
（
60
口
以
上
） 

白
井
孝
四
郎 

植
栗
美
代
子 

　
（
50
口
以
上
） 

飯
塚
　
直
次 

　
（
40
口
以
上
） 

高
山
　
銑
治 

桑
原
　
三
春 

　
（
30
口
以
上
） 

 

高
橋
　
　
進 

　
（
20
口
以
上
） 

 

田
村
　
正
仁 

和
田
　
英
一 

石
原
　
銀
司 

小
林
　
た
つ 

〈
利
南
支
部
〉 

　
（
100
口
以
上
） 

松
永
　
金
吾 

宮
澤
　
　
賢 

　
（
30
口
以
上
） 

林
　
大
丈
夫 

〈
池
田
支
部
〉 

　
（
140
口
以
上
） 

桑
原
　
定
吉 

　
（
60
口
以
上
） 

石
田
　
初
二 

　
（
30
口
以
上
） 

小
野
　
康
博 

〈
薄
根
支
部
〉 

　
（
40
口
以
上
） 

永
井
良
三
郎 

（
20
口
以
上
） 

穂
苅
　
玄
子 

〈
白
沢
支
部
〉 

　
（
120
口
以
上
） 

鶴
渕
　
治
弘 

　
（
80
口
以
上
） 

中
村
　
幸
一 

　
（
50
口
以
上
） 

 

中
村
　
雪
雄 

　
（
40
口
以
上
） 

 

小
林
　
孔
明 

　
（
20
口
以
上
） 

 

田
中
　
喜
規 

　
（
10
口
以
上
） 

 

小
林
　
敬
一 

〈
利
根
北
支
部
〉 

　
（
1250
口
以
上
） 

小
菅
　
　
義 

　
（
950
口
以
上
） 

吉
野
　
明
子 

　
（
510
口
以
上
） 

金
子
　
和
一 

　
（
80
口
以
上
） 

井
上
　
隆
介 

　
（
70
口
以
上
） 

星
野
　
知
祐 

藤
井
ミ
ヨ
子 

　
（
50
口
以
上
） 

芳
野
　
謹
一 

金
子
　
好
男 

　
（
40
口
以
上
） 

井
上
　
太
一 

金
子
　
吉
伸 

金
子
　
せ
つ 

　
（
30
口
以
上
） 

金
子
　
憲
男 

金
子
　
昭
二 

　
（
20
口
以
上
） 

金
子
　
宣
弘 

　
（
10
口
以
上
） 

金
子
　
泰
基 

〈
利
根
南
支
部
〉 

　
（
140
口
以
上
） 

笛
田
　
哲
男 

　
（
50
口
以
上
） 

笛
田
　
貞
夫 

　
（
40
口
以
上
） 

吉
野
　
祝
二 

　
（
30
口
以
上
） 

吉
野
　
　
博 

片
平
マ
チ
子 

　
（
10
口
以
上
） 

笛
田
　
福
次 

笛
田
　
　
壽 

〈
片
品
支
部
〉 

　
（
1920
口
以
上
） 

原
沢
　
粂
夫 

　
（
230
口
以
上
） 

星
野
　
ゆ
う 

　
（
210
口
以
上
） 

星
野
　
初
三 

　
（
190
口
以
上
） 

角
田
　
育
也 

　
（
130
口
以
上
） 

星
野
　
市
次 

　
（
70
口
以
上
） 

青
木
　
与
作 

星
野
希
久
枝 

星
野
　
行
雄 

　
（
60
口
以
上
） 

星
野
仁
三
郎 

星
野
　
龍
男 

星
野
　
光
夫 

 

星
野
　
　
久 

　
（
50
口
以
上
） 

星
野
　
吉
夫 

北
島
　
秀
晴 

須
藤
　
文
一 

星
野
　
武
夫 

　
（
40
口
以
上
） 

星
野
さ
つ
子 

　
（
30
口
以
上
） 

大
竹
　
正
行 

星
野
　
近
男 

　
（
20
口
以
上
） 

星
野
　
　
旭 

　
（
10
口
以
上
） 

戸
丸
　
伊
一 

 

田
中
　
と
よ 

星
野
　
睦
治 

〈
川
場
支
部
〉 

　
（
1310
口
以
上
） 

宮
田
理
三
郎 

　
（
20
口
以
上
） 

明
田
　
孝
幸 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　
（
420
口
以
上
） 

 

尾
崎
　
孝
男 

　
（
260
口
以
上
） 

真
庭
　
一
男 

　
（
150
口
以
上
） 

野
村
　
孝
子 

　
（
110
口
以
上
） 

今
井
　
宗
平 

　
（
70
口
以
上
） 

齋
木
　
可
也 

　
（
60
口
以
上
） 

佐
藤
　
ユ
ウ 

　
（
50
口
以
上
） 

村
上
　
紀
一 

　
（
40
口
以
上
） 

増
田
　
順
一 

　
（
30
口
以
上
） 

遠
藤
　
登
二 

吉
本
　
春
夫 

　
（
20
口
以
上
） 

佐
藤
　
森
治 

益
子
　
　
定 

佐
藤
セ
ツ
子 

　
（
10
口
以
上
） 

佐
藤
　
伸
二 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

　
（
1590
口
以
上
） 

林
　
　
郁
次 

　
（
1520
口
以
上
） 

丸
山
　
　
功 

　
（
130
口
以
上
） 

 

石
田
　
好
夫 

　
（
80
口
以
上
） 

高
柳
　
欽
一 

 

原
沢
　
静
之 

　
（
40
口
以
上
） 

阿
部
　
良
知 

高
橋
謙
一
郎 

　
（
 30
口
以
上
） 

 

千
明
て
る
子 

千
明
　
正
一 

〈
水
上
支
部
〉 

　
（
230
口
以
上
） 

 

生
方
　
鉄
二 

　
（
150
口
以
上
） 

 

須
藤
　
　
晃 

　
（
120
口
以
上
） 

 

阿
部
直
三
郎 

　
（
100
口
以
上
） 

 

市
村
四
五
郎 

田
中
千
十
世 

　
（
90
口
以
上
） 

 

山
田
ミ
ナ
子 

　
（
50
口
以
上
） 

林
　
　
明
男 

　
（
30
口
以
上
） 

真
庭
　
大
策 

〈
新
治
支
部
〉 

　
（
90
口
以
上
） 

片
野
　
清
明 

　
（
80
口
以
上
） 

西
山
　
達
夫 

　
（
60
口
以
上
） 

原
沢
　
留
作 

　
（
50
口
以
上
） 

高
橋
喜
太
郎 

富
沢
　
康
次 

　
（
40
口
以
上
） 

梅
沢
　
す
み 

林
　
　
り
き 

竹
田
竹
太
郎 

林
　
　
文
一 

　
（
30
口
以
上
） 

山
田
儀
一
郎 

見
城
　
雅
弘 

小
林
　
行
治 

　
（
10
口
以
上
） 

高
橋
仁
四
郎 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

　
（
760
口
以
上
） 

林
　
　
一
郎 

　
（
110
口
以
上
） 

須
田
　
充
春 

　
（
80
口
以
上
） 

 

田
村
那
華
雄 

吉
野
　
卯
作 

　
（
70
口
以
上
） 

 

吉
野
　
一
幸 

　
（
60
口
以
上
） 

 

膝
井
　
一
巳 

星
野
　
匡
彦 

　
（
50
口
以
上
） 

 

横
坂
　
幸
男 

　
（
40
口
以
上
） 

 

林
　
　
信
保 

加
藤
　
和
夫 

津
久
井
善
章 

　
（
30
口
以
上
） 

 

塚
本
　
正
夫 

　
（
20
口
以
上
） 

 

阿
部
　
末
男 

塩
野
　
　
勲 

佐
藤
　
光
男 

　
（
10
口
以
上
） 

 

涌
井
　
忠
夫 

津
久
井
岩
章 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

　
（
2380
口
以
上
） 

堤
　
　
み
ゑ 

　
（
420
口
以
上
） 

倉
沢
　
一
郎 

　
（
150
口
以
上
） 

諸
田
　
拓
三 

　
（
100
口
以
上
） 

 

飯
塚
　
武
雄 

　
（
80
口
以
上
） 

高
橋
キ
チ
子 

　
（
60
口
以
上
） 

 

青
木
　
清
隆 

　
（
50
口
以
上
） 

高
橋
　
幸
江 

中
村
　
真
一 

　
（
40
口
以
上
） 

倉
沢
　
武
雄 

倉
澤
　
新
平 

　
橋
志
津
江 

　
（
30
口
以
上
） 

青
木
　
英
咲 

飯
塚
　
澤
治 

竹
内
　
昭
夫 

青
木
　
伸
一 

　
（
20
口
以
上
） 

 

倉
澤
　
ス
ミ 

阿
部
　
一
郎 

高
橋
　
英
吉 

　
（
10
口
以
上
） 

諸
田
　
仲
治 

高
橋
　
茂
吉 

〈
高
山
支
部
〉 

　
（
3900
口
以
上
） 

木
村
朝
次
郎 

　
（
140
口
以
上
） 

松
井
　
重
明 

　
（
80
口
以
上
） 

有
馬
格
之
助 

　
（
60
口
以
上
） 

町
田
　
和
男 

　
（
50
口
以
上
） 

田
中
四
三
二 

　
（
40
口
以
上
） 

 

星
野
　
明
良 

　
（
10
口
以
上
） 

三
木
　
光
義 

　
　
　 

よ
う 

 

こ
そ 

12
月
の 

新
加
入
者 

新
し
い
仲
間 

▼
12
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
四
八
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

増
資
者
一
覧 

12
月
分 

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す 

▼
12
月
の
増
資
は
九
八
六
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た 

　
一
九
五
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 （
敬
称
略
） 

 

利
根
保
健
生
協
恒
例
の
全
職
員

年
頭
集
会
が
、
１
月
10
日
に
開
か

れ
ま
し
た
（写
真
）。 
  

都
築
靖
理
事
長
は
「
先
進
諸
国

の
中
で
、
特
に
日
本
は
医
師
が
不

足
し
て
い
る
。
こ
れ
は
医
師
を
増

や
せ
ば
医
療
費
が
増
え
る
と
医
師

養
成
を
怠
っ
て
き
た
政
府
の
医
療

費
抑
制
政
策
の
責
任
で
あ
る
。
医

療
や
介
護
を
受
け
ら
れ
な
い
『
医

療
難
民
』
や
『
介
護
難
民
』
の
増

加
。
医
師
不
足
等
が
原
因
で
病
院

や
病
棟
閉
鎖
が
全
国
各
地
で
相
次

ぐ
な
ど
『
医
療
崩
壊
』
が
ど
ん
ど

ん
進
ん
で
い
る
。
こ
の
様
に
厳
し

い
中
で
の
病
院
建
設
で
あ
る
。
組

合
員
、
職
員
の
協
同
の
力
で
の
病

院
づ
く
り
、
み
ん
な
で
つ
く
る
病

院
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
や
り
が

い
が
あ
り
、
地
域
の
た
め
に
も
ぜ

ひ
成
功
さ
せ
て
い
こ
う
」
な
ど
、

各
所
長
・
施
設
長
か
ら
挨
拶
が
さ

れ
ま
し
た
。 

  

引
き
続
い
て
、
昨
年
一
年
間
に

諸
活
動
で
頑
張
っ
た
職
場
、
個
人

に
各
委
員
会
か
ら
の
表
彰
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。 

　
小
正
月
の
15
日
、
恒
例
の
老

健
と
ね
の
餅
ち
つ
き
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
（写
真
）。 

　
在
宅
酸
素
や
シ
ル
バ
ー
カ
ー
使

用
の
利
用
者
の
方
を
中
心
に
、
送

迎
車
の
運
転
手
さ
ん
、
職
員
ら

で
、
健
康
と
心
豊
か
な
生
活
を
願

い
元
気
に
行
い
ま
し
た
。 

　
で
き
上
が
っ
た
お
餅
は
、
さ
っ

そ
く
、
き
な
粉
餅
や
あ
ん
こ
ろ
、

か
ら
み
餅
に
し
ま
し
た
。 

　
「
か
ら
み
餅
は
や
っ
ぱ
り
お
い

し
い
や
ね
」
「
つ
ぶ
あ
ん
が
い
け

る
よ
」
な
ど
、
利
用
者
さ
ん
と
職

員
で
、
楽
し
い
笑
顔
と
語
ら
い
の

中
、
つ
き
立
て
の
美
味
し
い
お
餅

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
お

琴
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
来
て

頂
き
、
「
三
段
の
調
べ
」
や
童
謡

で
優
雅
な
時
間
が
過
せ
ま
し
た
。 

　
今
春
四
月
か
ら
75
才
以
上

の
お
年
寄
り
を
別
立
て
の
医

療
保
険
に
す
る
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
の
実
施
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
75
才
と
い
う
年

齢
を
重
ね
た
だ
け
で
、
「
医

療
内
容
に
『
差
別
』
を
持
ち

込
む
と
い
う
」
。
こ
う
し
た

内
容
が
知
ら
れ
て
来
る
ご
と

に
怒
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
で
は
、
①
75
才

以
上
の
す
べ
て
の
高
齢
者
か

ら
保
険
料
を
徴
収
す
る
。
②

保
険
料
は
、
年
金
か
ら
天
引

き
。
（
年
金
が
月
１
万
５
千

円
以
上
の
人
）
③
保
険
料
を

滞
納
す
る
と
保
険
証
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
。
④
保
険
で
受
け
ら
れ
る

医
療
を
制
限
す
る
。
⑤
一
人
一
人

に
担
当
医
を
決
め
、
高
齢
者
が
複

数
の
医
療
機
関
に
か
か
ら
な
い
よ

う
に
す
る
。
な
ど
と
い
う
「
ヒ
ド

イ
内
容
」
で
す
。 

　
人
は
誰
で
も
年
を
と
り
、
高
齢

に
な
れ
ば
い
く
つ
も
の
病
気
が
出

て
き
ま
す
。
「
国
民
皆
保
険
制

度
」
が
確
立
し
て
い
る
諸
外
国
の

な
か
で
も
、
「
医
療
費
が
か
か

る
」
と
い
っ
て
、
高
齢
者
を
邪
魔

者
扱
い
し
、
保
険
料
や
医
療
内
容

に
差
を
つ
け
て
い
る
国
は
あ
り
ま

せ
ん
。
高
齢
者
か
ら
人
間
ら
し
い

生
活
を
奪
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
高
齢
者
い
じ
め
の
政
策
に
、

各
市
区
町
村
議
会
か
ら
も
強
い
異

議
が
出
て
お
り
、「
制
度
の
見
直
し

を
求
め
る
意
見
書
」や
、「
中
止
・

撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」も
増

え
計
４
６
５
議
会
（１
月
末
現
在
）

が
国
に
提
出
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、昨
年
12
月
に「
利
根
の

保
健
」と
一
緒
に
お
願
い
し
ま
し

た「
中
止
・
撤
回
を
求
め
る
」署

名
は
、１
万
１
千
５
２
３
筆
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
全
国
の
仲
間
と

あ
わ
せ
て
、今
月
の
通
常
国
会
に

提
出
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な

い
制
度
の
内
容
を
多
く
の
人

に
知
ら
せ
中
止
・
撤
回
の
運

動
を
広
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

引
き
続
い
て
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

「
凍
結
」
で
は
な
く 

　
　
中
止
・
撤
回
を 

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������「
き
び
し
い
な
か 

  

　
病
院
建
設
を
成
功
さ
せ
よ
う
」 

 

２
０
０
８
年 

年
頭
集
会 

●と　き　３月16日（日） 
●ところ　老人保健施設とね　　  　　　　    
　　　　　　（十王公園南側 ３階の建物） 
●参加費　１，０００円 
●申し込み先　２月末日までに下記実行委員へ 

第23回　囲碁大会 第23回　囲碁大会 第23回　囲碁大会 

沼　田　　石倉　恒治　２３-０７０６ 
　　　　　染谷　　威　２２-３４４２ 
　　　　　細川　三夫　２３-４５７６ 
　　　　　永井　達郎　２３-１９６４ 
　　　　　高橋　正明　２２-５３０４ 
　　　　　原　二次男　２３-１８７０ 
旧白沢　　小野　武司　５３-２１５７ 
旧利根　　萩原　四郎　５６-２２４７　 
片　品　　金子　英樹　５８-２８５１ 
旧月夜野　高橋　建六　６２-２０４５ 
　〃　　　杉木　重則　６２-６９８９ 
旧水上　　高柳　尚弘　７２-５０１３ 
旧新治　　林　　利雄　６４-００９７　 
昭　和　　杉木　哲二　２４-３８７２ 

受付８時３０分～受付 
９時～開会式・対局開始 
 

主　催：利根保健生協囲碁大会実行委員会 
お問い合わせ　事務局 組織課　22-2300

第27回 とねぬまた 母 親 大 会 

（午前）分科会 

と　き…3月1日（土）9時より受付開始　  

ところ…利根沼田文化会館 
と　き…3月15日（土）午後1時30分 
ところ…利根沼田文化会館 ３階会議室 
講　師…荒川 雅夫氏　前橋キリスト教会牧師 
演　題…「平和をつくること 
　　　　　　憲法と私たちの未来」 

主　催：利根沼田母親連絡会　　  連絡先：Tel 22-6061（中島宅） 

講師伊藤千尋氏　世界を駆ける朝日新聞の記者 

（午後）講　演　「輝いて生きるために」～世界から日本をみて考える～ 
　い と う ち ひ ろ 

ご協力ありがとう 
      ございました 

11,523筆　 
請願署名 

老健とね 老 健 と ね 
みんなでついたお餅　 
　「やっぱりおいしいやね」 

主催：利根沼田九条の会 

「利根沼田九条の会」 
３周年記念集会 

②乳がんは、早期発見・早期治療で治ります。そのために「自己検診の習慣づけ」と「定期検診」が重要です。 

2008年２月１日（毎月1回1日発行） 第461号　（２） 



2008年２月１日（毎月1回1日発行） 第461号 （３） 一人は万人のために 万人は一人のために 

③当院では、発見率が高いデジタルマンモグラフィーと超音波を併用し、専門医が診断します。 

「味方艦と衝突　　 
　　　　九死に一生」 

沼田市薄根町 

 永 井  羊 一 （88歳） 

　
昭
和
16
年
１
月
、
徴
兵
で
横

須
賀
海
兵
団
に
入
団
し
、
４
月
か

ら
巡
洋
艦
「
五
十
鈴(

い
す
ず)

」

に
乗
り
込
ん
だ
。
太
平
洋
戦
争
に

突
入
し
た
後
は
、
作
戦
行
動
の
度

に
、
遺
書
を
書
か
さ
れ
緊
張
し

た
。
し
か
し
、
大
砲
を
撃
ち
合
う

海
戦
な
ど
は
縁
が
無
く
、
し
か
も

は
じ
め
は
勝
ち
戦
が
続
い
た
こ
と

で
「
戦
争
っ
て
こ
ん
な
も
ん
か
」

と
拍
子
抜
け
し
、
や
が
て
遺
書
も

書
か
な
く
な
っ
た
。 

　
翌
年
11
月
、
駆
逐
艦
「
五
月

雨(

さ
み
だ
れ)

」
に
移
り
、
南
下

し
て
ガ
タ
ル
ガ
ナ
ル
島
守
備
隊
の

撤
退
作
戦
に
参
加
し
た
。
こ
の
頃

か
ら
戦
況
が
悪
化
。
米
軍
に
制
海

空
権
を
奪
わ
れ
た
の
で
、
夜
間
行

動
が
多
く
な
っ
た
。 

　
翌
18
年
11
月
２
日
の
真
夜
中

に
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
沖
で
敵
艦

四
隻
と
遭
遇
し
た
。
視
界
が
悪

く
、
敵
・
味
方
の
区
別
が
で
き
な

い
う
ち
に
敵
艦
か
ら
砲
撃
と
魚
雷

発
射
が
あ
り
、
慌
て
て
我
が
鑑
も

応
戦
し
た
。
そ
の
時
、
僚
艦
が
左

前
方
か
ら
迫
っ
て
来
て
、
衝
突
し

そ
う
に
な
っ
た
。
舵
を
右
に
い
っ

ぱ
い
切
っ
て
間
一
髪
で
さ
け
た
途

端
、
別
の
味
方
駆
逐
艦
「
白
露
」

が
直
進
し
て
き
て
い
た
。
両
艦
と

も
停
船
命
令
が
間
に
合
わ
ず
、
我

が
艦
の
船
首
が
「
白
露
」
の
船
尾

に
鈍
い
音
を
た
て
て
突
っ
込
ん

だ
。
「
五
月
雨
」
は
、
前
甲
板
が

水
面
下
に
折
れ
曲
が
り
、
下
甲
板

に
浸
水
し
始
め
た
。
そ
の
上
、
敵

艦
３
隻
か
ら
集
中
攻
撃
を
受
け

て
、
後
甲
板
か
ら
出
火
し
て
舵
も

利
か
な
く
な
っ
た
。
火
は
弾
薬
庫

に
迫
り
、
艦
内
は
浸
水
防
止
と
消

火
作
業
に
追
わ
れ
た
。
敵
弾
が
海

面
に
上
げ
る
太
い
柱
の
中
を
、
敵

艦
か
ら
逃
れ
よ
う
と
全
速
力
に
し

た
が
、
艦
は
満
身
創
痍
。
ス
ピ
ー

ド
が
全
く
上
が
ら
ず
「
も
は
や
こ

れ
ま
で
」
と
誰
も
が
覚
悟
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
何
故
か
敵
艦
は
攻
撃

を
止
め
引
き
上
げ
て
い
っ
た
。
ま

さ
に
九
死
に
一
生
を
得
た
思
い
で

あ
っ
た
。
こ
の
戦
闘
で
戦
友
９
人

が
戦
死
し
た
が
、
感
傷
に
浸
っ
て

い
る
余
裕
は
無
か
っ
た
。 

　
何
と
か
辿
り
着
い
た
ラ
バ
ウ
ル

で
「
五
月
雨
」
は
前
甲
板
を
切
断

し
て
応
急
処
置
を
施
し
た
後
、
横

須
賀
で
修
理
し
、19
年
４
月
、再
び

南
方
の
任
務
に
就
い
た
。 

　
５
月
末
、
今
ま
で
に
な
い
大
き

な
機
動
作
戦
で
あ
る
「
あ
号
作

戦
」
で
、
９
隻
の
航
空
母
艦
が
三

群
に
分
か
れ
て
出
動
。
我
々
が
ビ

ア
ク
島
沖
を
航
行
中
の
６
月
８
日
、 

米
軍
戦
闘
機
・
爆
撃
機
な
ど
約
三

十
機
の
激
し
い
爆
撃
や
機
銃
掃
射

を
受
け
た
。
ふ
と
見
上
げ
る
と
、

機
体
か
ら
黒
い
塊
が
落
ち
て
く
る

の
が
目
に
入
り
「
爆
弾
だ
」
と
身

を
伏
せ
た
時
、
す
ぐ
近
く
に
着
弾

し
爆
発
し
た
。
た
だ
命
中
し
な
い

だ
け
で
周
囲
の
海
上
に
は
水
柱
が

沸
く
よ
う
に
上
が
り
、
体
が
上
下

に
あ
お
ら
れ
た
。
そ
の
直
後
、
敵

機
の
機
銃
掃
射
を
受
け
、
銃
弾
が

床
や
壁
を
貫
通
し
た
。
突
然
、
左

大
腿
部
を
焼
け
火
箸
で
叩
か
れ
た

よ
う
な
激
痛
を
覚
え
た
。
機
銃
弾

が
私
の
左
腿
を
貫
通
し
た
の
だ
っ

た
。
弾
の
入
口
は
小
指
大
の
小
さ

な
傷
口
だ
っ
た
が
、
抜
け
で
た
内

腿
に
は
手
の
指
全
部
が
入
る
く
ら

い
ポ
ッ
カ
リ
と
大
き
な
穴
が
開
い

て
い
た
。
仲
間
に
治
療
室
に
担
ぎ

込
ま
れ
て
、応
急
手
当
を
受
け
た
。

艦
内
に
敵
機
の
爆
音
と
機
銃
掃
射

の
け
た
た
ま
し
い
音
が
響
き
渡
る
中

で
、必
死
に
痛
み
に
耐
え
て
い
た
が
、

生
き
た
心
地
は
し
な
か
っ
た
。こ
の

襲
撃
で
こ
の
艦
の
負
傷
者
は
私
一

人
だ
っ
た
が
、
同
行
の
航
空
母
艦

は
殆
ど
全
滅
し
て
い
た
。 

　
そ
の
後
、
私
は
バ
チ
ン
泊
地
の

海
軍
野
戦
病
院
に
入
院
し
、
簡
単

な
消
毒
と
包
帯
交
換
を
受
け
た

が
、
傷
口
に
は
蛆
虫
が
大
量
に
湧

い
て
、
つ
つ
か
れ
る
痛
み
で
辛
い

思
い
を
し
た
。
以
後
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
や
呉
の
海
軍
病
院
に
移
り
、
右

腿
の
皮
膚
移
植
を
し
て
傷
口
を
ふ

さ
ぎ
、
ギ
プ
ス
で
固
定
し
た
。 

　
傷
口
は
完
治
し
た
が
足
首
や
膝

を
長
期
間
固
め
て
い
た
た
め
関
節

が
固
ま
っ
て
関
節
炎
が
残
り
、
今

で
も
少
し
無
理
を
す
る
と
す
ぐ
水

が
溜
ま
っ
て
し
ま
う
。 

　
20
年
５
月
か
ら
戸
塚
海
軍
衛
生

学
校
の
勤
務
と
な
り
、庶
務
給
与
を

担
当
し
て
い
る
間
に
敗
戦
を
迎
え

た
。そ
の
後
、約
１
ヶ
月
は
残
務
整

理
を
し
て
９
月
に
復
員
し
た
。 

　
戦
争
と
は
、
一
部
の
権
力
者
の

意
志
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
、
一
般

市
民
が
犠
牲
に
な
る
。
そ
し
て
勝

っ
て
も
負
け
て
も
悲
惨
な
こ
と

を
、
若
い
世
代
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
。
そ
う
い
う
愚
か
さ
を
抑
制

す
る
た
め
の
「
憲
法
」
を
私
は
大

切
に
感
じ
、
平
和
を
守
っ
て
い
き

た
い
。 

2月班会開催一覧 

池田　岡谷町西部１班（大腸ガンチェックと新年会）
　10年以上続けている半年に１度の大腸がんチェック。
今回もみんな陰性でひと安心☆おかげで新年会の煮
物やケーキもひときわ美味しかったですネ♪ 

年金者組合　利根支部（後期高齢者医療制度）　 
25人が参加して、制度と問題点を確認。「こりゃひ

どい制度だ」「年金じゃやっていけない」「これ以上年
寄りいじめはしないで欲しい」と怒り心頭でした。 

昭和東　貝野瀬田中班（花粉症の話、長生きの秘訣）
　「花粉を体や服につけない工夫と、室内に持ち込
まないことが大切ね」と感想。いい薬もあるので、
症状がひどくならないうちに早めに受診しましょうね。 

新治　須川十二河原班（ピロリ菌の話） 
　「以前、陽性で除菌したけど、まだ結果を調べてないの。
どうなったかしら」とのん気な会話。水曜日のピロリ
菌外来でちゃんと調べてもらいましょう！ 

薄根　東町田班（尿検査と腎臓について） 
　病院実習に来ていた医学生の血圧測定で班会開始。
「班会でたくさん健康チェックしたい」「次回は後
期高齢者の紙芝居を」と活発な意見が出ました。 

班会あれこれ 
おらがまちの 

 

材木町11 
材木町１   
材木町２ 
西原新町３ 
上原町6-2　 
上原町9-1 
上原町9-2 
西倉内町８ 
榛名町1-2 
榛名町8-1 
榛名町8-2 
榛名町３ 
鍛冶町10 
鍛冶町６ 
高橋場町原田神明 
桜町１ 
桜町２ 
桜町３ 
桜町４ 
桜町６ 
上久屋町馬場 
下久屋町原 
フラワータウン 
戸鹿野町1 
中発知町木内 
中発知町東西 
中発知町木村 
硯田町合同班 
白岩町合同班 
東町田合同班 
下川田町梅木 
下川田町中谷 
尾合上 
大原松山 
大原下宿１ 
大原上宿 
下牧原の中 
後閑上入合同班 
後閑下入合同班 
月夜野町組2-2 
月夜野町組１ 
月夜野町組13-2 
月夜野町橋下洞上２ 
月夜野町橋下原 
月夜野町橋下洞上１ 
須川十二河原 
布施河原上　 
布施河原下 
布施宿 
糸井中宿 
貝野瀬田中 
貝野瀬根岸 
常木合同班 
判形前原 
１階北 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

動脈硬化の話、血管年齢測定 
年間計画 
年間計画 
年間計画、尿チェック 
骨密度測定、後期高齢者医療制度の話 
骨密度測定、後期高齢者医療制度の話 
骨密度測定、後期高齢者医療制度の話 
忘年会、年間計画 
忘年会 
忘年会 
忘年会 
忘年会 
後期高齢者医療制度の話、忘年会 
後期高齢者医療制度の話、忘年会 
忘年会 
動いて燃やそう内臓脂肪 
動いて燃やそう内臓脂肪 
動いて燃やそう内臓脂肪 
動いて燃やそう内臓脂肪 
動いて燃やそう内臓脂肪 
忘年会、年間計画 
忘年会、年間計画 
血管年齢測定、動脈硬化症の話 
忘年会、ソバ打ち班会 
歯の話 
歯の話 
歯の話 
忘年会、年間計画 
忘年会、年間計画 
カムカム健康法 
切り絵 
切り絵 
食品添加物の話 
健康チェック 
健康チェック 
健康チェック 
忘年会、年間計画 
健康チェック 
健康チェック 
心の健康 
心の健康 
心の健康 
大腸がんチェックと腎臓の話 
大腸がんチェックと腎臓の話 
大腸がんチェックと腎臓の話 
子宮がんの話 
調理班会、忘年会 
調理班会、忘年会 
忘年会、年間計画 
映画、健康を掘り起こす人  々
後期高齢者医療制度の話 
後期高齢者医療制度の話 
後期高齢者医療制度の話 
おひまち班会 
歯の話 
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沼田東
　 
 
 
 
 
 
沼田中 
沼田西 
 
 
 
沼田南 
 
沼田北 
 
 
 
 
 
利　南 
 
 
 
池　田 
 
 
薄　根 
 
 
川　田 
 
白　沢 
利根北 
 
 
月夜野東 
 
 
月夜野西 
 
 
 
 
 
新　治 
 
 
 
昭和東 
 
 
 
高　山 
病棟・他 

小林永久子 
小野　のぶ 
大谷　好子 
佐藤　長次 
村田　定蔵 
星野　栄子 
星野フジ子 
坂大　徳江 
戸部　大吉 
宮内はつ枝 
金子　くら 
金子　恭子 
馬場半次郎 
竹村　健一 
石倉　時子 
鳥羽　　政 
星野　直子 
登坂　悦子 
生方　行子 
飯島　錦子 
織田沢澄世 
星野サヨ子 
 
星野　早苗 
木村　正栄 
桑原　定吉 
木村　淳一 
金子　幸子 
 
桑原　信子 
小田橋ミチ子 
吉田　昌子 
角田　梅子 
金子千代子 
星野　一重 
小林　市郎 
山田八重子 
阿部　タカ 
渋谷　典子 
丸 山 　 功  
片野　良子 
杉木　人江 
本多　　清 
杉木　トミ 
林　　やよ 
田村　照代 
小林せつ子 
高橋　キミ 
島崎　金衛 
須藤　澄子 
萩原　孝治 
横坂　孝志 
加藤久美子 
木村千代子 
西畠みどり 

55回 総  計 277人 

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院 

市
民
公
開
講
座
の
ご
案
内 

講
演 

日
時 

講
師 

会
場 

「
乳
が
ん
の
最
新
治
療
」 

知
っ
て
欲
し
い
基
礎
知
識
か
ら
最
新
治
療
ま
で 

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。 

平
成
20
年
２
月
23
日
（
土
） 

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分 

利
根
中
央
病
院
　
外
科
医
長 

　
　
　
　
　
　
中
島
　
弘
樹
　
医
師 

利
根
中
央
病
院
　
研
修
棟
　
講
堂 

　
　
（
病
院
裏
　
ひ
さ
ご
食
堂
隣
り
） 

皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

第 ４ 回 
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雪
解
け
の
土
手
に
青
き
芽
ふ
く
ら
み
て
蕗
の
薹
い
ま
春

を
告
げ
を
り 

 

わ
が
一
人
乗
り
て
発
車
の
路
線
バ
ス
カ
ー
ブ
の
度
に
吹

雪
の
つ
の
る 

 

満
室
の
客
の
朝
食
準
備
せ
ん
と
見
上
ぐ
る
空
に
下
弦
の

月
浮
く 

 

暖
冬
の
続
く
は
嬉
し
と
思
ひ
つ
つ
雪
待
つ
人
に
は
云
へ

ぬ
日
の
過
ぐ 

 

曽
孫
の
手
引
い
て
引
か
れ
て
歩
み
つ
つ
報
わ
れ
た
る
を

し
み
じ
み
思
ふ 

 

「
赤
い
靴
」
の
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
買
ひ
居
れ
ば
館
内
流

れ
る
雨
情
の
童
謡 

 

手
術
し
て
よ
く
見
え
る
目
で
世
の
中
の
真
偽
も
し
っ
か

り
見
定
め
ゆ
か
む 

 

群
な
し
て
と
び
ぬ
野
鳥
の
木
か
ら
木
へ
今
日
元
旦
と
知

る
や
知
ら
ぬ
や 

 

桑
の
薪
燃
や
し
て
囲
む
ス
ト
ー
ブ
に
友
と
昔
の
苦
労
を

語
る 

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
笛
　
木
　
力
三
郎 

  

み
な
か
み
町
大
穴
　
　
深
　
沢
　
み
ど
り 

  

川
場
村
川
場
湯
原
　
　
金
　
子
　
み
つ
江 

  

み
な
か
み
町
湯
原
　
　
羽
　
鳥
　
孝
　
子 

  

沼
田
市
戸
鹿
野
町
　
　
吉
　
江
　
与
　
一 

  

沼
田
市
東
倉
内
町
　
　
青
　
柳
　
満
里
子 

  

み
な
か
み
町
下
津
　
　
原
　
沢
　
貞
　
子 

  

川
場
村
門
前
　
　
　
　
桑
　
原
　
文
　
子 

  

み
な
か
み
町
後
閑
　
　
横
　
坂
　
く
め
子 

④２月２３日の市民公開講座（３面を参照）で基礎知識と最新治療を説明します。是非ご参加下さい。 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

俳 

句 

短 

歌 

な
か
ま
の 

作
品 

深
み
ゆ
く
闇
に
向
ひ
て
豆
を
撒
く 

  

歩
を
止
め
て
梅
一
輪
の
散
歩
路 

  

頬
被
り
似
合
う
八
十
路
の
散
歩
道 

  

雪
原
に
生
き
る
印
の
獣
み
ち 

  

除
雪
車
の
エ
ン
ジ
ン
音
に
目
覚
め
け
り 

  

東
風
を
背
に
日
課
の
道
を
八
千
歩 

  

マ
フ
ラ
ー
の
待
合
室
や
半
笑
顔 

  

穏
や
か
に
平
凡
が
よ
し
お
ら
が
春 

  

ト
ン
ネ
ル
の
境
い
で
差
の
あ
る
雪
の
量 

  

い
ろ
り
火
や
七
草
粥
の
煮
え
る
音 

沼
田
市
西
倉
内
町
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎 

  

み
な
か
み
町
下
牧
　
　
高
　
橋
　
勝
　
己 

  

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
田
　
村
　
北
　
泉 

  

昭
和
村
追
分
　
　
　
　
林
　
　
　
町
　
子 

  

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
阿
　
部
　
八
　
郎 

  

昭
和
村
橡
久
保
　
　
　
新
　
木
　
た
け
じ 

  

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
田
　
村
　
春
　
雄 

  

昭
和
村
貝
野
瀬
　
　
　
大
河
原
　
一
　
寿 

  

み
な
か
み
町
師
　
　
　
増
　
田
　
耕
　
寿 

  

沼
田
市
栄
町
　
　
　
　
渡
　
辺
　
き
み
子 

わかさぎの南蛮煮 

□ 作り方 
①わかさぎは塩水で洗い、ざるにあげて水分
を切る。 
② 南蛮酢を煮立てる。 
③ キッチンペーパーで①の水分をふきとり、
上新粉をつける。 
④ 170℃の油で③を揚げる。 
⑤ 揚げたてのわかさぎを②に入れて、やわら
かく煮る。 
⑥ 器に盛り付け、上からねぎとパセリを散らす。 

わかさぎ…240ｇ　揚げ油・上新粉・塩水…各適量 
長ねぎ(小口切り)…1/2本 
パセリ(みじん切り)…少々 
南蛮酢…{しょうゆ・酒・砂糖・酢…各大さじ２ 
　　　水…1/2カップ　赤唐辛子(小口切り)…少々}

□ 材料（4人分） 

今月の 
料理 

（栄養課　丸山和希） 

不足しがちなカルシウムは酢と 
一緒に摂ると吸収率アップ！ 

医療相談室 医療相談室 医療相談室 　
寒
い
こ
の
時
期
、
か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
と
も
に

注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
が
肺
炎
で
す
。
 

　
抗
生
物
質
の
発
達
・
普
及
に
よ
り
、
肺
炎
の
治
療
は
進

歩
し
て
い
ま
す
が
、
肺
炎
に
よ
る
死
亡
は
、
わ
が
国
の
死

亡
原
因
の
第
４
位
を
占
め
、
と
く
に
高
齢
者
で
は
罹
患
率
・

死
亡
率
が
上
が
る
た
め
、
侮
れ
な
い
病
気
で
す
。
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油
断
で
き
な
い
肺
炎

油
断
で
き
な
い
肺
炎 
油
断
で
き
な
い
肺
炎

油
断
で
き
な
い
肺
炎 
油
断
で
き
な
い
肺
炎 

利根中央病院 
内科医長 

吉見　誠至 

肺
炎
に
つ
い
て 

　
本
来
無
菌
で
あ
る
は
ず
の
肺
に

細
菌
な
ど
の
微
生
物
が
侵
入
し
、

肺
が
炎
症
を
お
こ
し
た
状
態
を
肺

炎
と
よ
び
ま
す
。 

　
肺
は
酸
素
を
と
り
こ
ん
で
、
二

酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
ガ
ス
交
換

と
い
う
大
切
な
働
き
を
し
て
い
ま

す
。 

　
肺
炎
が
広
い
範
囲
に
お
こ
る
と

ガ
ス
交
換
が
う
ま
く
い
か
な
く
な

り
、
呼
吸
困
難
に
陥
っ
て
、
と
き

に
は
生
命
が
危
険
な
状
態
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

症
状
は
？ 

　
肺
炎
の
主
な
症
状
は
、
発
熱
、

咳
、
痰
、
胸
痛
、
呼
吸
困
難
な
ど

で
す
。 

　
細
菌
性
肺
炎
で
は
膿
性
（
黄
緑

〜
褐
色
）
の
痰
が
で
る
こ
と
が
多

く
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
で
は

痰
を
伴
わ
な
い
激
し
い
咳
が
で
ま

す
。
肺
炎
で
は
通
常
発
熱
を
伴
い

ま
す
が
、
高
齢
者
で
は
発
熱
が
み

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
食
欲
不

振
や
元
気
が
な
い
こ
と
が
唯
一
の

症
状
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

肺
の
炎
症
が
胸
膜
に
波
及
す
る
と

胸
痛
を
伴
い
ま
す
。 

肺
炎
の
原
因 

　
通
常
の
日
常
生
活
を
送
っ
て
い

る
人
が
起
こ
す
肺
炎
（
市
中
肺
炎

と
よ
び
ま
す
）
の
原
因
と
し
て

は
、
病
原
微
生
物
に
着
目
す
る
と

①
細
菌
性
（
肺
炎
球
菌
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
菌
な
ど
）
②
非
定
型
性

（
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
、ク
ラ
ミ
ジ
ア
、

レ
ジ
オ
ネ
ラ
な
ど
の
細
菌
と
ウ
イ

ル
ス
の
中
間
の
微
生
物
）
③
ウ
イ

ル
ス
性
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
）
に
大
き
く
分
類
で
き
ま
す
。 

　
こ
の
う
ち
肺
炎
球
菌
は
市
中
肺

炎
全
体
の
20
〜
40
％
を
占
め
、

最
も
頻
度
の
高
い
原
因
菌
で
す
。

肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
の
多
く

は
、
か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
て
、
の
ど
や
気
管
支
の
粘

膜
が
傷
つ
き
、
細
菌
が
肺
に
侵
入

し
て
起
き
た
も
の
で
す
。
マ
イ
コ

プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
は
小
児
か
ら
若
年

成
人
に
多
く
発
生
し
、
肺
炎
球
菌

に
次
い
で
多
い
市
中
肺
炎
の
原
因

菌
で
す
。
院
内
肺
炎
と
い
っ
て
、

抵
抗
力
の
落
ち
た
入
院
中
の
患
者

さ
ん
が
毒
性
の
弱
い
細
菌
で
も
肺

炎
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

高
齢
者
に
多
い 

　 

誤
嚥
性
肺
炎 

　
高
齢
者
や
脳
梗
塞
な
ど
を
起
こ

し
た
こ
と
が
あ
る
方
で
は
、
の
み

込
む
機
能
や
反
射
が
低
下
し
て
い

る
た
め
に
、
食
物
な
ど
が
気
管
に

入
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
誤
嚥
（ご
え
ん
）と
よ

び
、
そ
れ
が
原
因
で

起
こ
る
肺
炎
が
誤
嚥

性
肺
炎
で
す
。 

　
高
齢
者
で
は
飲
食

中
に
は
っ
き
り
と
し

た
誤
嚥
が
な
く
て

も
、
夜
間
に
唾
液
な

ど
を
誤
嚥
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

口
腔
内
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
細
菌
が
存
在
し

て
い
る
の
で
、
口
腔

内
が
不
衛
生
で
あ
る

と
唾
液
の
誤
嚥
が
肺
炎
を
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
、
高
齢
者
の
肺
炎
の

原
因
と
し
て
重
要
で
す
。 

　
ま
た
、
寝
た
き
り
の
方
で
は
食

物
や
唾
液
の
ほ
か
に
、
胃
液
の
逆

流
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
の

で
、
胃
液
の
誤
嚥
で
も
肺
炎
が
起

き
ま
す
。 

肺
炎
予
防
の 

       

ポ
イ
ン
ト 

● 

か
ぜ
の
予
防 

　
か
ぜ
を
こ
じ
ら
せ
る
と
、
肺
炎

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
人
ご
み
で
は
マ
ス
ク
を
装
着

し
、
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
う
が

い
、
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。 

● 

口
腔
内
を
清
潔
に
保
つ 

　
歯
磨
き
や
入
れ
歯
の
手
入
れ
を

ま
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
虫
歯
や

歯
周
炎
が
あ
れ
ば
そ
の
治
療
を
受

け
ま
し
ょ
う
。 

● 

誤
嚥
の
予
防 

　
食
事
で
む
せ
が
み
ら
れ
る
よ
う

な
ら
、
食
事
の
工
夫
が
必
要
で

す
。
当
院
に
は
摂
食
嚥
下
外
来
が

あ
り
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
の

医
師
に
相
談
し
て
み
る
の
も
よ
い

と
思
い
ま
す
。
ベ
ッ
ド
で
食
事
を

と
る
場
合
に
は
、
食
後
30
分
程

度
は
上
半
身
を
起
こ
し
て
い
る
よ

う
に
し
ま
す
。 

● 

予
防
接
種
を
受
け
る 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
65
歳
以

上
の
高
齢
者
、
心
臓
や
肺
に
慢
性

の
病
気
の
あ
る
方
、
糖
尿
病
、
肝

硬
変
、
慢
性
腎
不
全
の
患
者
さ

ん
、
摘
脾
を
受
け
た
方
な
ど
が
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
対
象
に
な
り

ま
す
。） 

● 

禁
煙
も
大
事
で
す
。 

右下肺（向かって左側）に 
肺炎のかげがあります 

《連載 第５回》 

　生協に加入することのメリットや出資金に

ついてなど、とくに多く寄せられる質問や疑

問について、数回にわたりお伝えしていきます。 

　利根保健生協の「健康班会」は、

医療生協の特色ある自主的な保健

活動としておこなわれています。 

　班会のなかでは、参加者同士の経験交

流はもちろん、病院の医師や看護師など

の専門職の知識を学んだり、大腸がんチ

ェックや骨密度、体脂肪チェックなどの

健康チェック（一部有料）をして、予防

や早期発見に役立っています。 

 「健康班会」に地域・家族ぐるみで参加

して健康の見直しをすすめましょう。 

「せせらぎ」はお休みします。 

健康班会って？ 


